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静
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１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
入
野
町
字
角
江

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
１

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
平
野
吾
郎

。
内
藤
朝
雄

・
塚
本
裕
巳

・
中
嶋
郁
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

角
江
遺
跡
の
調
査
は
、
浜
松
市
西
部
の
新
川
に
注
ぐ
東
神
田
川
の
拡
幅
工
事

に
伴
い
行
な
わ
れ
た
。
遺
跡
の
範
囲
は
東
神
田
川
の
右
岸
、
現
在
の
雄
踏
街
道

を
挟
ん
だ
南
北
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の

間
に
存
在
す
る
。
弥
生
時
代
で

は
集
落
跡
と
と
も
に
方
形
周
溝

墓
群
や
土
器
棺
墓
、
縄
文
時
代

か
ら
続
く
自
然
流
路
、
水
田
な

ど
が
検
出
さ
れ
、
特
に
自
然
流

路
か
ら
は
大
量
の
土
器
や
石
器
、

農
耕
具
を
中
心
と
し
た
木
製
品

が
出
土
し
た
。
中
世
で
は
道
路

1996年出上の木簡

状
遺
構
と
、
そ
れ
に
接
す
る
よ
う
に
存
在
す
る
区
画
溝
や
井
戸
、
水
田
な
ど
が

確
認
さ
れ
た
。
中
世
の
主
た
る
時
期
は
鎌
倉
―
室
町
時
代
で
あ
る
。

木
簡
は
中
世
の
素
掘
り
井
戸
の
ほ
ぼ
底
面
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
同
遺
構
の
遺

物
は
漆
椀
、
羽
子
板
状
木
製
品
、
容
器
の
底
板
状
木
製
品
と
と
も
に
、
木
片
な

ど
の
有
機
物
や
石
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
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木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ睫

ａ
ｘ
翠

ｏ解

上
下
両
端
と
も
欠
損
し
て
い
な
い
が
、
左
側
が
縦
割
れ
し
て
い
る
。
本
来
の

大
き
さ
や
形
状
、
用
栓
は
不
明
。
ヒ
ノ
キ
材
の
柾
目
板
。

９
　
関
係
文
献

側
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『角
江
遺
跡
Ⅱ
　
迪退
構
編
』
『同
　
遺

物
編
２

（木
製
品
産

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
川
律
子
）

(浜 松 )

″ /////狩




